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ら若者が訪れていることを紹介していました。ま
た、品川と牛久の入管収容所に収容された若者が、
やがて高田馬場で日雇いの仕事をしながら独学で
日本語の勉強をして今では大学院に通っているこ
と、難民認定されて家族を母国から呼び寄せミャ
ンマーレストランを開いている人たち、難民の人生
を受け入れ支援している名も無き人々について報
告がありました。また、キャリア形成にとって中学
校を出ていないことは妨げであり、夜間中学の重
要性にも言及されていました。多文化家族の支援
こそが重要であると言うことでした。
　続きまして、倉内氏の「豊橋西高校の外国人教
育」についての発表がありました。愛知県には外
国人入試という制度があります。出願資格の滞日
年数制限は栃木県と異なり小学校 4 年以降に日本
に編入してきた生徒で、推薦入試の日に、調査書
と筆記試験・面接により行われます。外国人枠と
いうものはなく、豊橋西高校の場合は成績により
3 ～11 名が入学しています（その分日本人の合格
枠が減ります）。入学後も外国人に対して全校体
制の支援が行われています。全校の方針決定のた
め「多文化共生教育委員会」があり、具体的な指
導のため「外国人生徒指導者会議」があります。
日本人生徒と同じ教科書を使った取り出し指導が
1年次のみ行われ、さらに外国人生徒対象の授業
時間外の学習会もあります。学校から外国人生徒
と保護者への発信として、外国人生徒進路説明
会、入試説明会、合格者説明会等が行われおり、
一方で、外国人生徒を活躍させるため、国際交流
会やスピーチコンテスト、中学生への入試説明会、
翻訳資料の作成等に参加させているということで
した。そして、外国人の安心は日本人の安心につ
ながり、豊かな社会を形成すると言うことでした。
　最後に、今津氏からは、「外国人児童生徒教育
の実践的研究課題～学校臨床社会学の立場から
～」について発表がありました。外国人児童生徒
教育 20 年の歩みを三段階に分けると、2000 年後
半から現在を第Ⅲ段階と呼び、「外国につながる（を
ルーツにする）子ども」と子どもをとらえ、学力・
進路保障が重要な教育目標と焦点化されていると
言うことです。今津氏は学校臨床社会学の立場か
ら当該学校教師たちと協働で問題の解明と解決
に当たる「介入参画」という形で研究されました。
小学校からの「大学生ボランティア派遣要請」か
ら「介入参画」が始まりましたが、習得に 6 ～ 7
年かかると言われる「学習用語」が学力の向上の
ための大きなネックとなっていること。日本語は生
活用語・説明用語・専門用語の三層構造になって
いて、後者ほど抽象性を帯びていることなどの説
明がありました。また、進学に関しては、明示的
情報（文書化できる情報）と黙示的情報（公には
伝えられない情報）とがあり、外国人生徒には後
者が伝わらないため受験競争上不利になると言う
ことでした。また、最後に「多文化共生」は異文
化理解と同時に自文化（日本文化）認識が進むこ
とで実現に向かうと言うことでした。
　以上、3人のパネラーの発表をごく簡単にご紹
介しましたが、外国人児童生徒支援のためにとて
も参考になる内容の発表でした。今後の研究及び
教育実践に生かしていきたいと思います。
私は、大学１年生のときに「外国人児童生徒教
育支援ボランティア派遣事業」に参加しました。
初めて異国でボランティア活動に参加したので、
最初にとても不安を感じました。「何をサポ トーす
ればいいか、どういうふうにサポートすればいい
か」といろいろ心配しました。しかし、日常会話
から、その子の考えや気持ちを少しずつ知ること
ができるようになりました。
昨年の９月からは、宇都宮市立陽東小学校で
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います。自分も外国人なので、その男の子の気持
ちを理解することができます。そういうわけで、何
か力になれることができたらと思い、サポート活
動をしています。サポートする内容は、主に授業
中の支援、文章の通訳や日本語（五十音から）な
どの補助です。
最初は言葉が通じないため、彼は学校で友達
を作れませんでしたが、この一年間で日本語能力
がだんだん高くなり、友達を作れるようになりまし
た。確かに、日本語の能力は以前より高くなりま
したが、教科書の内容を理解するのはまだ難しい
みたいです。
彼は、家庭では中国語を話しており、読み聞か
せや日本の伝統行事などへの参加の機会が少な
いので、今後は、国語学習の基礎となる語彙力
や言葉への興味・関心、あるいは想像力などのよ
うなものをいっそう身に付けなければならないと
思います。そこで、これからのサポ トー活動では、
関心のある本を読んだり、文章で自分を表現でき
るようにしたり、少しずつこの面でのサポ トーをし
ていきたいと思っています。
　本校は、宇都宮大学から距離的に近いというこ
ともあり、様々な機会に宇都宮大学の支援をいた
だいています。
　今年度の学生支援ボランティアとしては、支援
を要する児童のクラスに入っていただいている学
生さんのほかに、中国から来た児童の指導に入っ
ていただいている呂卉さんのお二人にお世話に
なっています。
　お二人とも、いつもとびきりの笑顔で職員室に
ご挨拶に来てくださり、「勝手知ったる陽東小」と
いう感じで、担当の私がいなくてもてきぱきと判断
して子どもたちのところに行き、自然なかたちで支
援に入ってくださいます。
　呂卉さんは、昨年度から引き続いて、中国か
ら来た５年生児童Ｓ君の学習指導を手伝ってくだ
さっています。最初は日本語で自分の気持ちをう
まく伝えられないＳ君の悩みを聞いてくださった
り、中国と日本の学習習慣の違いなどを担任に教
えてくださったり、児童のみならず担任もずいぶん
助けていただきました。
　弟を思う姉のような優しさの中にも、「やるべき
ことはしっかりやろうね」という熱い思いをもって
指導に当たってくださっています。
　支援ボランティア学生の方の子どもを思う熱心
で真摯な姿勢に触れる度に、私たち教職員も初心
に返る思いがします。これからも子どもたちの笑
顔のために、私たちに力を貸していただけたらと
ても幸せに思います。
宇都宮市立陽東小学校教諭
温かな支援をありがとうございます
宇賀神 玲子
　平成 24 年 7月24日（火）、宇都宮大学教育学部・
スクールサポ トーセンター主催の教職員サマーセミ
ナーの一講座として「外国人児童生徒教育実践を
創造するための視点・視野」が開催された。同講
座は、HANDSプロジェクトの活動の一環をなす
ものであり、プロジェクトの活動としては 3 年連続
丸山　剛史
「外国人児童生徒教育実践を創造するための　　　
　　　　　　　　　　　視点・視野」を終えて
